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抗性のF1 品種「SH5937」との比較でも発症個体率，萎縮個体率は同程度で，抵抗性は “強 ”
と判断した。南方さび病罹病程度は抵抗性 “弱 ” の「Mi29」に比べ少ないが，抵抗性 “極強 ”
の「Mi29SRR」に比べ多く，抵抗性は “ 強 ” と判断した。九州の 4月下旬播種での放任受粉
下の採種量で 24.1 kg/a（2 年の平均値）であった。草丈は「Mi91」並，粒列数は平均 12.8 列で，
子実収量は「Mi91」と同程度であった。｢Mi91｣ との特定組合せ能力は高く，本系統との単





























　2009 年にワラビー萎縮症抵抗性 F1 品種「SH5937」



















年次 2009 2009 2010 2010 2011 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
冬季温室 秋季温室 冬季温室 兄妹交配 隔離採種 隔離採種




192 186 112 88 82 71 1 1 1
採種個体 5 186 112 88 82 71 62 1
特性検定試験等








年　次 2009 2009 2010 2010 2011 2011 2012 2012 2013 2014 2015
冬季温室 冬季温室 冬季温室 冬季温室 兄妹交配 隔離採種 隔離採種
世　代 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8
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は第 2表の試験方法で行い，栽培管理は第 3表の施
肥量と慣行によった。






























（月 . 日） （本 /a） （㎝×㎝）
「なつひむか」1）生産力検定試験 2012 8. 7 667 75 × 20 3 102
2013 7.25 667 75 × 20 3 102
2014 8. 4 667 75 × 20 3 102
2015 8. 4 667 75 × 20 3 102
組合せ能力検定試験 2017 8. 9 667 75 × 20 2 40
ワラビー萎縮症抵抗性検定試験 2015 9. 3 889 75 × 15 5 12
2016 9. 6 889 75 × 15 5 12
南方さび病抵抗性検定試験 2015 7.28 889 75 × 15 5 10
2016 8. 2 889 75 × 15 5 10
採種試験 2014 4.24 533 75 × 25 1 672
2015 4.28 667 75 × 20 1 600
系統特性分類調査 2013 4.26 444 75 × 30 1 52






N P2O5 K2O MgO N P2O5 K2O
「なつひむか」1の 2012 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 300
生産力検定試験 2013 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 300
2014 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 200
2015 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 200
組合せ能力検定試験 2017 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 200
ワラビー萎縮症 2015 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － －
抵抗性検定試験 2016 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － －
南方さび病 2015 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 200
抵抗性検定試験 2016 0.8 1.8 0.5 0.8 － － － 200
採種試験 2014 0.8 1.8 0.5 0.8 0.8 － 0.7 600
2015 0.8 1.8 0.5 0.8 0.8 － 0.7 600
系統特性分類調査 2013 0.8 1.8 0.5 0.8 0.8 － 0.7 300










場で，播種後 4週と 7 週を目安にワラビー萎縮症の
発生を調査した。ワラビー萎縮症の症状を，” 微 ”；
葉脈の隆起や葉の変形などの症状があるが萎縮はし
ていないか軽微（健全個体のおよそ 3分の 2 以上の
草高），” 中 ”；葉脈の隆起や葉の変形などの症状が
あり明らかな萎縮（健全個体のおよそ 2分の 1 以上
3 分の 2 未満の草高）が認められる，” 甚 ”；葉脈の
隆起や葉の変形などの症状があり重度の萎縮（健全
個体のおよそ 2 分の 1 未満の草高）が認められる，
の 3 段階で個体ごとに評価して，” 微 ”，” 中 ” およ
び ” 甚 ” の個体を発症個体，萎縮が明確に認められ





























（1－ 9） （月 . 日） （kg/a） （%） （%） （kg/a） （%） （%）
 なつひむか4 6.0 9.28 149.7 99 42.8 103.0 103 10.5
 30D44 6.6 9.29 150.6 100 39.3* 100.3 100 36.9**
 SH5937 5.7 9.30 148.7 99 34.6**  98.2  98 29.7**
 なつむすめ 5.3 9.29 142.4 95 47.1*  97.3  97 17.9
 SH9904 6.7 9.28 140.2 93 33.0**  92.0  92 12.8
1）1：極不良～ 9：極良の評点　2）近赤外分析法と雌穂中子実割合から算出
3）倒伏と折損の合計　4）｢なつひむか｣ は ｢Mi91 ×Mi116｣
*,**） 順に「なつひむか」と 5％ ,1％水準で有意














（月 . 日）（1: 無 -9: 甚） 倒伏 折損 （kg/a） （%） （kg/a） 10 月上旬 10 月下旬
24 組合せ平均 RD 10.2 3.5 24.4 4.6 105.9 38.9 71.4 7.2 18.2
RY3125 RD 10.4 1.0 9.1 1.3 糊中 138.7 38.1 93.4 18.3 45.8
RY3133 RD 10.3 2.5 39.4 2.6 糊中 119.4 41.4 81.5 0.0 4.2
RY3122 RD 9.30 3.0 14.9 0.0 糊中 119.1 41.7 80.5 0.0 0.0
RY3109 RD 10.4 2.0 58.2 7.8 糊中 115.8 40.2 78.3 13.6 27.3
RY3126 RD 9.28 2.5 2.6 4.0 糊後 115.6 42.3 78.9 13.3 13.3
なつひむか1 RD 9.30 1.0 13.5 1.4 糊中 128.0 37.7 85.4 13.9 23.6
SH9904 － 10.1 4.0 27.7 1.4 糊中 112.0 31.4 73.7 50.0 90.9
30D44 － 10.1 4.5 23.8 9.9 糊中 -糊後 119.5 37.1 81.7 10.0 5.0
SH5937 － 10.3 4.0 25.3 4.0 糊中 115.1 39.0 77.5 18.2 33.2
最小有意差
（5%）2
1.3 1.8 28.7 8.1 15.8 4.5 11.2 41.6 24.7
1）｢なつひむか｣ は ｢Mi91 ×Mi116｣　2）2 系統間比較の最小有意差　
3）系列：Heterotic group，組合せ能力の傾向が同じ育種素材群　4）新得方式（石栗 ,1972）により算出
5）熊本県菊池市におけるワラビー萎縮症抵抗性検定試験の結果











性は “ 強 ” と判断した。
３．南方さび病抵抗性
　南方さび病罹病程度は抵抗性 “ 弱 ” の「Mi29」に
比べ少なかったが，抵抗性 “ 極強 ” の「Mi29SRR」
に比べ多かった（第 7表）。
　以上の結果から「Mi116」の南方さび病抵抗性は








10 月上旬調査 10 月下旬調査
判定発症個体率1 萎縮個体率2 発症個体率1 萎縮個体率2
（%） （%） （%） （%）
 Mi116 55.6 26.5  58.6 36.6 強
 Mi91 91.5** 53.0* 100.0** 66.9** 弱
 なつひむか3 58.2 31.2  79.9 31.2 強
 30D44 68.0 34.8  87.4 28.3 強
 SH5937 61.4 24.2  94.8 26.9 強
 なつむすめ 89.5** 75.2**  98.0 94.3** 極弱
 SH9904 81.4* 66.6**  99.1* 91.3** 極弱
1）ワラビー萎縮症の症状が見られる個体の割合
2）草丈が正常な生育の示す個体の 3分の 2未満の個体の割合






（1: 無－ 9: 甚）
Mi116 2.8 強
Mi29SRR  1.0** 極強
Mi29  5.6** 弱
**）「Mi116」と 1％水準で有意
写真 1　「Mi116」の草姿　




系統名 年次 播種日 雄穂開花期 絹糸抽出期 精選採種量
（月 . 日） （月 . 日） （月 . 日） （㎏ /a）
Mi116 2014 4.24 7.13 7.16 25.1
2015 4.28 7.17 7.18 23.1
平均 4.26 7.14 7.17 24.1
第 9表　品種登録審査基準による特性（2013-2014 年）1
形質 Mi116 Mi91 Mi106
葉の数（枚） 19.7 ± 0.9 17.4 ± 0.8 20.2 ± 0.7
草丈（cm） 170 ± 7 177 ± 8 149 ± 9
草丈と雌穂着生位置の比（%） 39.4 ± 3.5 41.2 ± 3.1 34.1 ± 3.2
葉身の幅（cm） 8.5 ± 0.6 9.0 ± 0.4 8.2 ± 0.6
雄穂の開花時期 7月 13 日 7 月 11 日 7 月 11 日
雄穂の一次枝伷の数（本） 7.2 ± 1.7 9.8 ± 2.0 10.7 ± 2.5
雄穂の最下枝伷着生部からの
主軸の長さ（cm）
30.6 ± 2.6 32.2 ± 3.9 31.1 ± 2.2
雄穂の最上枝伷着生部からの
主軸の長さ（cm）
22.3 ± 3.1 23.1 ± 3.6 24.9 ± 1.5
雄穂の一次枝伷の長さ（cm） 20.1 ± 2.0 22.4 ± 4.3 19.7 ± 3.0
絹糸の抽出期 7月 14 日 7 月 14 日 7 月 17 日
穂柄の長さ（cm） 12.7 ± 0.3 8.8 ± 0.1 12.4 ± 0.3
雌穂の長さ（cm） 16.3 ± 1.5 13.9 ± 1.2 15.7 ± 1.2
雌穂の直径（cm） 3.6 ± 0.2 3.7 ± 0.1 3.5 ± 0.2
雌穂の芯の直径（cm） 2.1 ± 0.1 2.1 ± 0.1 2.3 ± 0.1
雌穂の数（本） 1.1 ± 0.3 1.0 ± 0.0 1.0 ± 0.0
雌穂の重さ（g） 76.6 ± 8.5 96.5 ± 9.5 42.0 ± 14.3
雌穂の粒列数（列） 12.8 ± 1.0 13.9 ± 1.0 12.0 ± 0.6
子実収量2（kg/a） 24.3 27.6 7.5
倒伏個体率（%），（ ）内は傾き3個体率 0.0（0.0） 4.0（0.0） 9.8（21.6）
すす紋病罹病程度（1：無 -9：甚） 2 2 1


















（2016 年 1 月 23 日撮影、九州沖縄農業研究センター都城研
究拠点）






























　また，「Mi116」の南方さび病抵抗性は抵抗性 “ 弱 ”
の「Mi29」より強く，抵抗性 “ 極強 ” の「Mi29SRR」




































播 種 適 期．http://www.naro.aﬀ rc.go.jp/project/
results/laboratory/karc/2008/konarc08-06.html．
2018 年 9 月現在．
5）MATSUKURA,K. and MATSUMURA,M.（2010）
Cultural control of leafhopper-induced maize 
wallaby-ear symptom in forage maize via early 







































農研機構報告 九沖農研　第 68 号 57
Wallaby Ear Disease Resistant New Forage Maize （Zea mays L.） Inbred Line 
"Mi116"
Masanori Muraki and Eisaku Ito
Summary
　A new maize （Zea mays L.） inbred line, “Mi116”, was developed from “SH5937” using the 
single seed descent method at the Kyushu Okinawa Agricultural Research Center, NARO. 
“SH5937” is a wallaby ear disease resistant commercial hybrid for summer seeding in the 
Kyushu region, Japan. A registration of “Mi116” under the Seed Protection Law was applied at 
the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries in 2016. 
　“Mi116” belongs to the medium-late maturity group in the Kyushu region, together with 
“Mi91” and “Mi106”. Wallaby ear disease resistance was stronger than that of “Mi91” and was 
at the same as that of “SH5937”. Southern rust （Puccinia polysra） resistance of “Mi116” was 
considered “strong” compared to the “weak” resistance of “Mi29” and “very strong” resistance 
of “Mi29SRR”. The seed yield of “Mi116” was 24.1 kg/a in two years under open-pollination at 
the isolation field when seeded at the end of April. The grain yield of “Mi116” was comparable 
to that of “Mi91”. Plant height of “Mi116” was the same as that of “Mi91”. The row number of 
the ear of “Mi116” was 12.9. 
  The specific combining ability between “Mi91” and “Mi116” is considerably high as an F1 
hybrid between “Mi91” and “Mi116”, termed “Natsuhimuka”, was produced. The use of “Mi116” 
is suggested as a parent to wallaby ear disease resistant F1 hybrids.
　Key words: maize, parental inbred, summer seeding, wallaby ear disease resistant.
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種である。2009 年度に 3 場所で生産力検定試験等を実施したところ，九州沖縄農業研究セ
ンターでの成績が良好であったことから，以降は同センターで育成を継続し，2014 年 12 月















（2018 年 12 月 25 日　受理）
